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1　本研究の背景　（家庭指導グループ）

　愛育研究所教養部において、昭和34年より、家庭揃

導導グループを設置し、発達遅滞幼児の治療教育を試み

てきた。現在までに、138名の発達の遅滞する幼児を扱

ってきた。本研究は、昭和39年度および40年度に、

家庭指導グループにおいて行われた研究である。

　家庭指導グルーブにおいては、就学前の年令で、鞘神

発達の遅滞する幼児を扱い、原則として、週2日、午前

10時より午后1時半まで治療教育を行う。1グループ

セま11名の幼児セこより1クラスヵミ構成され、そ才しセこ、2

名の指導者と、　1名の壽已録者兼助手ヵ萄〉っくQ湖3屋をま、　7

0平方メートノレの保育室カミ、固定衝立により、　2つの空

間に区切らね両室相互への移動は自由である。部屋は

明るい色彩とし、遊具も豊富に備えることにしてある。

それに準備室の小部屋と、排泄訓練室が付設してあり、

観察室から観察できるようになっているo

　昭和40年は、週2日のグループが2っと、他に3才

児のグループを設けているo

　グループにはいる希望者は、申込順に受け付け、原因

写眞1，　南側の部屋

　　　　　　　左正面は観察室

　　　　　　　右正面は固定衝立

㈱獣猷湘

写眞2． 北側の部屋

　　　右正面は観察室

　　　左正面は固定衝立

や遅滞の性質に関係なく・各グループに配属している。

希望者は、教養相談部において、乳幼児精神発達検査並

びに相談を受け、また、付属病院の小児科において、脳

波検査その他の検査をうける。その上で、家庭指導グル

ーブで受けいれるための面接を行うoまた、「乳幼児精

神発達質間紙」による検査を実施する。

　親の待合室には、一室を設け、そこで親は自由に懇談

するQまた、月に1～2度、各グループごとに、グルー

プ面接を行う。

　本研究の骨子をなす被験者は、昭和39年度および、

昭和40年度の在園幼児29名で、生活年令は3才6か

月より7才3か月にわたり、発達年令は、1才4か月

より、　3才0か月、発達指数は25より、　67にわたっ

ている・生活年令の平均は・5才3か月・発達年令の平

均は2才2か月、発達指数の平均は、43である。昭

和39年度と日召和40年度の被験者をま、第1表に示す通

りである。なお、39年度と40年度とでは、被験者に

数名の移動があるo
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第1表 被 験 児 表

薯塚ICAPQ國 既往歴・特　　性 鵬CAIDQiDAl 既往麗・特　　性
6317：313512：61てんかん・Spike？
　1　　　｝　　　　　　』

7217：3：36 2＝7零難婚’未熟児0仮死0賭

　　　　　l　　F
9216：4 4612：正Ol（0；7） 高熱・てんかん・SPike

　ド　　　ド
9316＝5138i2；5iモソ到ズム

9616：10i 4i2＝3・未熟児・特斯動
　箪

9716：1113912：8i繍児・Spike・鱗

1。・：6：8i251亘：81とくになし・骸刷

1・7i5＝6125i團とくになし

1・8141U142121・iとく紘し・Spike？

重・914＝416・12＝71とくになし

n・1513167i3：8iとくになし

11415；gl4gl2：gl丹毒・服蕩・縷鋤

11515＝重・：3111＝gl脳纒

11613：515τ1重：11［…リズム

11715＝214312；2iてんかん・Spike

11814＝815・12＝4i、ヴイルス繍炎（1＝i・）

12・13：6151！11glモソゴリズム

、121131915g 刎モソゴリズム

　1
12213；11．45 1：9i自家中毒（1：6）肺炎・難聴
　ヨ
12315：4F4d212E　とくになし

　　　　　』
1241418i4・illgl仮死・たえず病気・Spike

125151・1441212畷黎児。麻疹脳炎（130）Spike

1261卸9 1：6隣魏ボL児期dep「ivationO

131圏坤：5巨くにない織鋤
13314：41391118i仮璽・てんかん・Spike

13414＝216・13：・1脳炎（更：・）

135阪148疹1・i夫熟児・帝瑚目　ソゴリズム

13815：213811111iとくにないSpike・犠鋤

13gl4・21351重・51未糊

1

1　問 題

　　私どもの大きな課題は、粘神発達の遅滞した幼児を、

　どのような環境におき、どのような人間関係の中で、ど

　のような材料を与え、どのような治療教育を行うのがよ

　いかを明らかにすることである◇このような大きな課題

　の中で、本年度は、とくに、このような集団指導の最初

　の段階と考えられる、幼児の自己活動を促すための感覚

　教材を研究課題としてとりあげて追求した。

　　発達遅滞幼児は、たんに知的発達が遅れているのみ

　でなく、いろいろの問題行動を持っている場合が多く、

　十分に自己を発揮して生活していない場合が多い。親も

一また、過度に保護的になったり、あるいはまた、不適当

　に商い要求水準をもつて、そのために、幼児が自発性を

　失ったり、また、新しい箏物に対して緊張や不安を伴う

　ことが多い。集団生活においても、自分自身となって活

　．動するととができない。そこで、治療教育の方法として

　、できるだけ、一幼児の自発的活動を容認し、緊張を解消

　して自己活動をすすめることを重視する。この段階で、

　緊張を解消し、臼己活動をすすめる教材として、感覚教

　材が有効であろうと考えたのであるQ

　感覚教材の中でも、とくに触覚教材は、発達段階の低

次の幼児にも有効であろうと考えられる・すなわち、触

覚教材は、第一に、緊張、不安を解消させるのに役立っ

であろう。第二に、どのような能力の子どもにも、成功

感を与えることが可能であろう。そして、第三に、能力

が進むにっれて、さらに進ルだ取扱いをすることが可能

になるであろう。

　触覚を主とした感覚教材としては、とくに、　フイソ

ガーペイソト、ドーフ粘土、その他の粘土を多く用い

たo

　本研究においては、このような感覚教材に、発達遅滞

幼児はどのように反応し、それを通してどのように活動

が変化し、自己活動がなされるようになるか、また、そ

の際に、指導者は、どのような働きかけをする のがよい

のかを明らかにすることを目的とするo

　治療教育においては、自己活動をさらに展開発展させ

ることが課題になるのであるが、それはまた、別の機会

に報告する。
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皿　研　究　方　法

1．記 録

　本研究は、治療教育の実践に伴う研究であり、多くの

要囚が同時に作用している場面における研究であるQま

た、それは継続的、定期的に積み重ねられてゆく過程で

ある。その研究資料としては・実際の過程の記録が重要

な資料となる。しかし、毎回の指導の過程をそのままに

記録に残すことは不可能である。私どもは、指滋者3名

のうち、　1名を現場状況の許すかぎり記録に従マ拝するこ

とにし、その他、隔回くらいに、第三者の記録者をおい

た。指導担当者が、この場面をぜひ記録にとってほしい

と思うときには、記録担当者をよんで記録してもらう。

また、指導担当者は、できるだけその日の5ちに記録に

目を通して補足することにっとめた。本研究の資料は、

このよ5にして得られた記録より、感覚教材に関連ある

部分をとり出したものである。

　本研究で使用した資料は、昭和39年4月より、昭和

40年7月までの分であるo

2．感覚教材呈示の方法

　朝、子どもがきたときに、いろいろの教材が出てお

り、子どもが自発的にいずれかの教材にとりくみはじめ

たときには、そのままにしておく。その状況によつて、

感覚教材呈示の時期をきめる。フイソガーペイソト、ド

ーフ粘土、粘土、いずれの場合にも、材料はあらかじめ

用意して、衝立てでしきられた2部屋のうち、一方の部

屍の中央、あるいは部屋の隅の机の上におく。指導者が

その机の前に坐つて、その材料をいぢっていると、　1

人、2人あるいは数人の子どもが近寄つてくることが多

いQそばに立ってみているうちに、自分でさわるように

なるo他の部屋では、もう1名の指導者が、たいがい集

団的な活動あるいは身体的な活動に従事しているので、

感覚教材に集まる子どもは、11名のうち数名であるQ

　感覚教材をやはりはじめた子どもには、やりたいだけ

十分にできるように配慮する。ある子どもは、40分く

らいも続けてやるが、ある子どもは、2、3分しかやら

ない。もう一部屋との交流は自由にしてあるから、一方

の活動に飽きた子どもは、他の活動に移ることができ

る。指導者は、同一の指導者が、終始、感覚教材の場に

いる。

（1）フイソガーペイソト

1デコラ張りの大きな机の上で、じかにフイソガーペイ

ソト をねりたくるじ時によつて、プラスチツクの下敷き

写真3．　フンガーペイント

や模造紙を使用する。ペイソトは十分に大量用意し、子

どもが自由に好きなだけ使えるようにする。触れようと

しない子どもには、指導者が、子どもの手にペイソトを

なすりっけたり、あるいは手をとつて一緒にぬったりし

て導入することもある。手のひらのみならず、腕や肘に

もペイソトをつけてやり、大きな動きができるようにす

るo

②　フートペイソト

　フイソガーペイソトは手のみにかぎられるので、子ど

もを騒装にして、足の裏、脚、膝、お尻などにもペイソ

トをつける。大きな模造紙を床にしいて、滑っても支え

られるように、ある空間を椅子で囲み、ほとんど全身で

ペイソトの感覚をたのしむ。これは、1人か2人ずつや

らせる。

（3）　ドーフ粘土

　小麦紛をねつて着色した粘土であり、大きなかたまり

を机の上において自由に使用させる。子どもが十分に長

時間使用できるようにする。ドーフ粘土は、た～・がいの

子どもセこ好まれ、　∫罰意も簡便で、　最も多く使燭され、　言己

写真4．フートペィント
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録にも比較的容易であったため、本研究において重要な

部分をなしている。

写眞5，　ドーフ粘土

写真6．　ドー7粘土

IV　結 果

1．感覚教材に対する反応

ω　 ドーフ粘土

　1）　ドーフ粘土に二対する反応

　ドーフ粘土は柔かく、簡単に形をかえ、触覚的に快感を

与える。たいがいの子どもは、最初の2～3回のうちに、

ドーフ粘土に手をふれる。ドーフ粕土に対する反応をま

とめてみると、次のような反応を認めることができる。

　掌による操作

　　手のひらで叩く

　　まるめる
　．細長くする

　　こねる
　　押したり叩いたりする

　指先による操作

　　ちぎる
　　指で穴をあける
　　ひつぱる

　腕感覚

　　伸ばしたものを腕にまきっける

　口舌感覚
　　口にいれる
　　なめる

　顔面感覚
　　顔に近づける
　　あごにふれてペタペタする

　投げる
　　机に叩きっける

　放り投げる
　すくい投げちらす
持つて歩く

構　成

　っみあげる
　並べる
容器使用

　バケツに粘土をいれる
　茶碗にいれる
　　ポケツトにいれる
　　びんにっめる
　　びんの外にっける

　道具使用

　鉛筆で穴をあける
　型を押しつける
　竹べらでつつく
　竹べらで切る
　　めん棒で伸ばす

　想像活動
　　人形の口にいれる
　　トソネルの中をはしらせる

　　シオと云つて粉をつける
　　オフネと言って棒を立てる
造形活動

　顔をつくる
　竹べらで目舜口をっける
　攻　撃
　　投げる
　　こわす

　以上の反応を一覧すると、まず第一に、触運動感覚

を主とする行動がみられる。掌、指先、口舌、顔面等の
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感覚を使用し、ドーフの形を変形させる。第二は、もつ

て歩くとし・5活動で、これは、角虫覚を用し・る活動に壱まい

る前段階の活動と考えられる。第三には、ドーフを積み

重ねたり、並べたりする活動で、たんに触覚をたのしむ

ことから、一歩進んだ活動であるが、触感覚的活動に伴

つてみられるものであるo第四には、容器や道具などの

物を使用する活動で、ことに、型押し、竹べら、めん棒

などの佼用は、素材の形をかえるのに道具を使用するも

ので、造形活動の基礎とも言えるものであるo第五は、想

像活動で、ままごとの一部として用いられる等である。

第六は造形活動で、顔をつくったり。形をっくったりす

る。第七は、攻撃的行動で、投げる。こわすなどである。

　ここに見るように、　ドーフ粘土は、触覚を主としなが

ら、さらに、いろいろの段階の活動を中にふくむもので

あつて、子どもの活動は多様である。この点、フイソガ

ーペイソトが、触覚に限定された活動が専らであるのと

対照的である。

　2）時期による反応の変化

　ドーフ粘土に対する反応は、時期によって変化する。

最初の12回分の、ドーフ粘土の扱い方を示すと、第1

図の通りであるo

　最初のうちは、ちぎる、たたく、ほうり投げる、もっ

て歩く等の単純な活動が多いQ

　回を重ねるにっれて変化がみられる扱い方として、

「まるめる」があげられる。これは、掌全体を使つて、お

だんごのようにする活動であるo後半になって、次第に

多くの子どもたちにみられるようになつている。

　「細長くする」という扱い方も、4回目ぐらいから多

くの子どもに共通にみられるようになっているo　「まる

める」も、　「細長くする」も、子どもといつしよの机

で、指導者がいつしよにやっている場合が多く、その影

響も考えられる。

　これに対し、「放りなげる」「すくい投げちらす」　「こ

わす」等の攻撃的破壊的行動は後半において減少して

いる。これは、指導者の禁止や命令によるものではな

い。どんな扱い方に対しても、禁止や命令はいっさい行

わず、受けいれの態度をとっていた。

第1図 ドーフ粘土に対する反応

一時期による変化一

　　　　回　澱汲い方

手の乎で叩く

まるめ6

鋼差くする

こわ凸

手とも，て押したり叩い胡『鵜

ちぎる

オ昌・塗移拳で穴忌あける

趣，憾’る

仲翫規魏知終フ‘怖
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あごし＝3畦頃ペクペクする

机にワPさ7レアる

放リ々げる
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パゲソF紡土を〉㌧瀞える

躰うたお土謙碗レち》頃

ビ＞の中“ワめる

ビンのタト尻つげる

施ε牝面番で婬レフける

竹想らでメ6弘を切る

羅駄彫φロレヘ司Lτ脅イ易とい）
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作7てあるものとこわす
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　3）一貫してみられる行動

　39年4月～12月にドーフ粕土を扱つたのカミ12回

ξ、40年1月一7月に10回である。それを通じて
貴してみられる行動としては、第2表に示すようなもの

力糖られる・

第2表に示された行動は、いっの時期にもあらわれる

共通のものであつて、ドーフ粘土を扱うにあたって、もつ

ども初歩的な扱い方であり、同時に基本的な扱い方であ

　灘懸州切麟　 團特鮒ど毛叫脚働
第2表　ドーフ粘土に対する反応、

　　　　一一貫してみられる行動一

扱い方
時期　139年
　　　14月～12月

ち 　ぎ　　る
投　　げ　　る

ペタペタ叩く
ま　る　め　る
切　　　　　　る

穴をあける
引　つ　ば　る

11．0％

5．6

3，0

3，3

2．0

1．5

140年
門月～7月

　％6，3

3．2

8．2

2．3

2．6

4．4

5，9

るといえるoこの中でも、ちぎる、投げる、叩く等は、

よりいつそう初歩的であり、まるめる、穴をあける、切

る等はやや高級な行動であるQ

　しかし、共通に一貫してあらわれる行動は、全体の行

動の中で占める比率セよ少なく、この中でもつとも多い扱
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い方である「ちぎる」も、全体の11パーセソトを占め

るにすぎなヤQすなわち、特定の子どもにのみ見られる

行動の多いことを示している。

　4）特定の子どもにみられる行動

　（a）　遅滞の著しい子どもにみられるもの

　程度の低い子どもにみられる行動を記すと、なめる、

顔を近づける、すくい投げ数らす、口に入れる、作つて

あるものをこわす、あごのところでペタペタするo持っ

て歩く、他の子どものドーフ粘土を販る、においをか

ぐ、バケツに粘土を入れかえる等である。

　（b）程度の高い子どもにみられるもの

　比較的程度の高い子どもにみられる行動は、ポケツト

に入れる、人形に食べさせる、おぶ5、めん棒でのば

す、ヘラでっつく、トソネルの下をくぐらす、型を押し

つける、顔をつくる、棒をたてて「オフネ」という、「

シオシオ」といって粉をっける等である。この子どもた

ちは、全般に、言語活動が少いが、ドーマ粕土を扱いな

がら、子どもたちが発した言葉を記すと、ゴハソ、　トツ

ト、オフネ、ブーブ、オイシ、一シオ、オダソゴ、バナ

ナ、キシヤ等であった。

　5）特定の行動に対する指導者の態度

　①、他の子どものドーフ粘土をとる、全泓のドーフを

自分の方に集めるというような、他ゐ子どものじやまに

なるような行動が、遅滞の著しい特定の個人にみられた

が、それに対しては、机の配置をかえて、他の子どもが

気にかからず一人で集中できるように配慮し、あるい

は、思いきり沢山のドーフを与えるというようにして解

決した。

　②、なめる、口に入れるという行動は、ドーフ粘土

は、メリケソ粉をこねたもので、人体に害はないから、

大げさに禁止することはしなかった。

　③、程度の高い子どもに対しては、意図的に他の道具

を加えた。それによつて、一段と進歩のある扱い方があ

らわれた。型を押しつけて模様のようなものを作る、棒

を与えると、それをドーフ粘土に立てて船にしている等

がその良い例であるQさらにママゴトに発展させる子ど

ももみられるが、指導者が意図的にママゴトに導入させ

たこともある。

㈲　フイソガーペイ rソト

　1）フインガーペイントに対する反応

　フイソガーペイソトの扱い方としては、次のよ5なも

のが見られた。

掌

手のひらでぬりたくる
腕を伸ばして手のひらでぬる
ペタペタ叩く

　こねる
　両手でぐしやぐしややる

腕その他

　腕でかく

　手の甲を用いる
　手首を用いる
　体になすりつける

指　先

　指先ではじきとばす
　指先を小さく動かす
　指先で線をかく
　指先で線のあとをたどる

口　唇

　なめる
形をかく

　目、鼻、口等をかいて顔をかく

　フイソガーペイソトの直接の扱い方としては、以上の

ようなものがみられ、触覚を用いる活動が中心となつて

いるoこの点、ドーフ粘土においては、より多様な活動が

多く見られるのと対照的である。触覚を中心とする感覚

教材としては、よりいつそう基本的と言うことができる0

　2）時期による反応の変化

　最初の10回分のフイ ソガーペイソトの扱い方を示す，

と、第2図の通りである。

　「手のひらでぬりたくる」扱い方が、時期に関係な

く、一貫してみられるo他に1、2回目にはみられず、

3回目から「腕をできるだけ伸ばす」動きが、その後も

通してみられるo

第2図 フィソガーペィソトに対する反応

　　一時期による変化一

楓い方 回歌

与のひらで’めりたくる

腕をできるだげ仲1ポす

侭タペク叩く

こわる

両手であわεてぐらやぐらヤする

月免を用サる

手の．甲を用いる

‘手のフけ堵艮を用いる

臼分o体切宛）になす9フ』，る

指元で蟹イ〉トとしさじさと1よす

指死を小さく勤かす

’本の指先で線勃、く

4旨《線のあとをたごる

線を手で消す

ペイントのフいた弓一εなめる

圷ひ鼻たどをかく

123456739／o
醒脇

、黙興1

、鼻影一 囲睡
騒週弱

＆’，

籔犀

圃

團

圃

圃
國
國

躍
霧

團

幣。r

麟　共通隅みられる扱い方

　特定り子ど｛こ＝みうれる扱い方
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　また「ペタペタ叩く」も、最初は特定の子どもにのみ

みられるが、後半には共通の行動となつてきている。

　3）一貫してみられる行動

　「手のひらでぬりたくる」　「腕をできるだけ伸ばす」

「ペタベタ叩く」　「指先で線をかく」等があげられるQ

これらの行動は、フイソガーペイソトにおいて、子ども

たちが充分に自己を出しきった形とみてよいのではない

かと思う。

　4）特定の子どもにみられる行動

　I　Q30代の子どもの中には「指先でペイソトをはじ

きとばす」「こねる」等のみの子どももいる。しかしこ

う㌧・う子どもたちは、ベイソトを手にうけたことを子ど

もの大きな進歩とみなし、その行動を禁止せず、それを

叩いたり塗ったりするようにしむけた。

　最も効果のあった行動のケースをあげると、I　Q30

代で丙手をあわせてぐちやぐちやしていた子どもが、7

回目に自ら、手の甲、手のつけ根、腕を用いており・フ

イン「ガーペイソトにおレナる使用出来る部分を最大限に活

用するという進歩をみせているoこの子どもは、フート

ペイソトをしたあと、ペイソトを自分の体、主に腕にな

すりつけ、フイソガーペイソトとフートペイソトとを取

り合わせていたo

　子どもによっては、奇声を発しながら、あるいは「ブ

ツブー」「シユツポツポー」といいながらぬたくつてい

るo

　導入部において、スムーズに入って来ない子どもは、

かなりいたが、回を重ねるにっれて自然に入るようにな

つた子どもが多く、フートペイソトのあと、フイソガー・

ペイソトをやるようになった子どもが3人でている。

　さらに、後半になると、一個所にじっとしているだけ

でなく、机のまわりをぐるぐる歩きまわったリギ2っの

机を行ったり来たり、行動範囲も広まって来た。

（31　フート ペイソト

　フイソガーペイソトは、掌、腕等の触覚を用いること

が大部分である。しかし、さらに、用いる触覚の部位を

ひろげて、足を用いることを試みたものが、フートペイ

ソトである。

　最初は、多くの子どもに抵抗がみられたが、ひとた

ぴ、その場面に入つた後は、非常に喜んだ子どもが多

　く、それを機会に、フイソガーペイソトや・その他の活

動に積極的になった子どもも見られた。

　〔事例〕　フートペイソトを扱ったことによつて、行動

全般に変化がみられた子どもの例を第3図にあげる。

　保育室における0は、長時問、外を通る自動車をみて

いるか、棚の上に登るか、車のかいてある絵本をみてい

第3図 フ戸トペイソトの効果

〇二♂　　CA6＝11　　MA3＝0　　 工Q44

フrLベイ〉ト

■ンがペイント

泥粘土
ドーフ粘土

　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　不参加

　　　　　　　　　　　初めてフートでイ〉トし＝参カロ

　　　　　　　　　　　参加

るのが、主な行動で浅〉ったQフイソガーペイソトは、6

回目迄、他の子どもの手についているのをみただけで・

手をひっこめ、ペイソトを手にっけてやるとすぐ服にな

すりつけていた。フートペイソトを次に取り入れたが、

第1回目は棚の上に登つたまま下りて来ないので、強制

はしなかった。2回目はいやがって、ピアノの」ヒに登つ

てしまつたので、おろして側にっれていくと、隅の壁に

へばりついてしまつたので、その恰好のまま足にペイソ

トをつけてみると、別にいやがりもせず、させるままに

している。「おもしろいでしよ5」と抱いてペイソトの

上にペッタリ足をつけさせると、すべるので笑い出し、

大喜こび。ずつと笑い続け、っかまえていた両手を離す

と尻鋭をつき、アーと手のひらをみっめていたが、それ

をなすりつけようとはせず、すべり続けていた。このフ

ートペイソトの時問から、フイソガーペイソトも喜こん

でやるようになった。又、同じ月に初めて体操にも参加

し、それ以後一度も加わらなか・ったママゴトにも￥積極

的に加わるようになったo

2．感覚教材を通して自己活動の発展する過程

　フイソガーペイソト、フートペイソト、　ドーフ粘土等

の感覚教材は、触覚による活動により、緊張を解消さ

せ、どのような程度の子どもにも活動の満足を与え・自

己活動を促すであろう。

　一般に、治療教育の効果は、かならずしも、ある期間

を隔てて後にあらわれると考える必要はないであろう。

ある期間の後に効果があらわれるものならぱ、1回の過

程の中にも、その効果があらわれるはずであり、そのよ

うな過程がくり返されて、長期間の後にも効果がみられ

ると考えられるべきであろ5Q

　いま、ドーフ粘土を主として、それを用いて自己活動

の発展する過程を、癖例記録の分析によつて朋かにした

いo
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11｝駈の審例分析

　40年1月～7月を通じて、Mのグループのドーフ精

土場面の記録7回のうち、比較的Mの行動がはっきリレ

ている4回の場面の日付を追ってみた。〔第3表参照一

ωは要約表　｛21は臭体例の表である〕

　4場面とも導入部においては、自発的な場面参加が見

第3表（1）

第1集

られるが、これはドーフ粘土に対して興味を示している

ということになる0

　1月11日は、　ドーフを投げる、冊を投げるという行

動がみられ、発展過程をみても、ドーフの扱い方は、模

倣・もつて歩く・ちぎる等、比較的低い次元での自墜活

動であるQ10日後における1月21日のMの特徴は、

感覚教材を通して自己活動の発展する過程　　Mの事例分析一要約

1月　ロ　日

刺　激

導　入

禁　　止

誘　導

誘

誘

指

指

誘

導

導

示

示

導

M

自発的参加

場面参加
破

破

発

破

発

破

拒

従

発

壌

壌

展且1

壊

展2

壊

否

う

展3

1月　21　日

刺　激

導

攻

誘

誘

入

撃

導

灘

M

自発的参加

発　　展1
復　　讐

　↓

退　　出
場面参加
攻　　撃

2月　　4　日
1－

激

誘
1誘

i誘

霧
陣i
l
I指

1誘

導

導

導

導

導

示

示

蝋

M

自発的参加

退

発

破

発

発

従

発

退

発

↓

毒

↓

出

展1

壊

展2

展3

う

展4

出

展5

4月　26　日
に

1刺激

導　入

誘　導
誘　導

誘　導
命　令

M

自発的参加

発　　展1
発　　展2
場面移動

発　　展3
退　　出

発　　展4
拒　　否

第3表　 f21－1 Mの事例分析一具体例
1　　月 1　1　　日

刺　　　　激 M

・本をもったまま
とよつてくる

「本をおいてね」 ・小さくまるめたドー
ち机にうつぶせ

・ドーフを投げる

「投げてはいけません」 ・「イヒヒ…」投げ牽

・ドーフをもつてく≧

穴をあける ・まねしてあける

・両手で伸ばしてちき

・盟をもち床になげ老

細長くする ・「汽車ポツボ？」

「タワーよ」 ・坐つている

・大きい塊をもつて考

ころがす ・投げる

「ひろつて」 ・しらん顔

「とるのよ」 ・1っだけひろう

・「なに？」ほしがと

腕にまいてやる ・「きかんしや？」月
フ粕土をいじる

・上へ投げ更楽しむ

刺

1　月
激

ク晶コ：ドーフ粘’土を
渡す

ユミエ：自動車を軽く
放る

「ブーブーが待つてま
すよ」

「早く来ないと行っち
やいますよ」

手をひく

　2　1　　日

　　　　M
。机の上にのる

・受けとる

．ドーフ粘土の汽車をみて机の
上ではねる

・自動車をもったままトソネル
の中に手を突っこむ

・ユミエのねている上に腰かけ
る

・ユミ晶の上にドソとのる

・又ドソとする

・ユミエの髪を引っばる

。ユミエの手をひいてたたせる

・部屋を離れる

・やつてくる　ドーフ粘土のブ
ラソコをみて喜こぶ

。ツネアキが指導者にドーフ粘
土を渡そう．とするのをとる
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第3表　 121－2

2　　月　　4　　日

刺 激

丸めて棒をさしてみ
せる

「赤いお花つけてね」

ブラソコをっくる

クミコ＝「セソセ」
という

汽車のうたを歌う

汽車をっくる

他の子どもが引っぱる

「多卜金ちようだいj

「トソネノレをく’ぐらせ

て」

屋根をつける

駈

．ドーフ粘土を鵬歩く　1

・艦出る　　t
・それをふりまわす　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　rポツポー3　　　　　　1
・針金につけようとする　　　i

・花をっけると投げすてう　　i’

・ドーフ靴の塊を騰腱到
・こわす　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　lI

：薦畿瓢の上で，t
　顧フ粘土を伸ばす

・めん棒からドーフをはがし放
　り投げる　　　　　　　　1
・めん棒をころがず　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　ラ・歌　う　　　　　　　　1
・並べたドーフ粘土を押す

・引つばる

・それをとる

・机にのり「汽車ポツポ」

・針金をとり渡す

・つぶれた汽車をおぶう

・「おんぶねんね汽車ポツポ」
　　歩きまわる

・退　出

・二本の棒を立てて屋根をつけ
　ようとする

・できない

・「力恥ツタソ・エキーj

・トソネルをくぐらせる

ll　　4月26日
Ij些　激l　　M
　　　　　　　　－rに繊鑓？」と寄つてく

　　　　　　　　　　　　る
　　　　　　　　　　　・「ヘ　ビ」　「これなあセこ？」

　　　　　　　　　　　・塊をこねる

　　　　　　　　　　　・小さい塊を両手でもむ

　　　　　　　　　　　・大きい塊に指で穴をあける
　　　　　　　　　　　　「アナ」

　　　　　　　　　　・・穴の中に小さなフード粘’土を
　　　　　　　　　　　っめる
　　　　　　　　　　　・ヨシノブの方へいく　ヨシノブ1他の机で
　ドーフ粘土をいじつ
　てし・る

　　　　　　　　　　　・めん棒をころがす　めん棒をころがす

　　　　　　　　　　　・クミコの方へいく　「クミちやんが来まし
　たよj

　　　　　　　　　　　・rア副　「これなあに？」

　　　　　　　　　　　。うれしそうに見る　棒のあとをつける

　「こんなのできちやつ
　た」

　「これでつくつたのよ
　みてごらん」

　　　　　　　　　　　・っくろうとしない　「つくつてごらん」

持っていた自動車をとった子どもに対しての復讐がみら

れる。攻撃対象が、物体から入間に変化しているのは、

反社会的現象ではあるが、Mにとってはひとっの進歩と

みなして良いと思われる。

　2月に入つてからのドーフ粘土の扱い方は、ドーフを

針金につけようとするoめん棒で伸ばす、並べたドーフ

を汽車にみたてて押す、トソネルをつくろうとする等、

1月での低い次元での扱い方と比絞して、自発的活動の

著しい発展であるとみなされる。っぶれたドーフ粘土の

汽車をおぶつて、　「おんぶ、ねんね、汽車ポツポ」と

いって歩きまわる行動は、M独自のおもしろい現象であ

る0

　40年4月における扱い方、その態度は一貫した高度

な発展過程がみられる。物に対して及ぴ人に対しての攻

撃的態度は表われていないo扱い方も1、2月よりさら

に進歩がみられる。

　誘導法のひとつ≧して、揃導者が棒でドー7にあとを

っけ、興味をもたせよ5と試みた場合、Mはその試みに

のつてきているが、ここでさらに進めて造形的活動に入

らせめと、rつくつてごらん」という命令に対して拒

否の態度をとっている。これはMの場合、まだかなり自

己充実として、ドーフ粘土を扱う時期が必要であること

の証拠であるとみなされる。

　Mの場合、1月11日の禁止に対しての効果がなかつ

たことからも、21日に他の子どもへの攻撃に肇止せ

ず、さらにドーフ粘土場面のみでなく、皿の行動をすべ

て受入れるという指導方針の効果もあったと思5Q

〔2）Aの事例分析

　ムは絶えず動きまわっている子どもであるσ40年1

月～7月を通して、Aのグループのドーフ粘土場面の記

録6回の5ち、Aの記録のある4回の場面をとりあげ

た。〔第4表一ωは要約表　｛2｝は具体例である〕
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第4表ω

　　　　日本総合愛育研究所紀要　　　第1集

感覚教材を通して自己活動の発展する過程　Aの事例分析一要約

1月 16　日 旦月 20　日 2月 3日（一部） 5月 8　日
刺　激 A 刺　激 A 刺　激 A 刺　激 A
導　　入 場面参加 導　　入 場面参加 場面参加 場面参加

発　　　展1 誘　　導 発　　　展1 誘　　導 発　　　展1 発　　　展1
誘　　導 ↓ 誘　　導 発　　　展2 退　　　出 誘　　導 発　　　展2
誘　　導 発　　　展2 攻　　撃 攻　　　撃 誘　　導 発　　　展3
誘　　導 ↓

退　　　出
退　　　出

発　　　展4
誘　　導 場面参加

破　　　壊

指　　示 拒　　　否

破　　　壊

指　　示 無反応
拒　　　否

誘　　導 発　　　展3

誘　　導 発　●展4
退　　　出

発　　　展5

破　　　壌

誘　　導 攻　　　撃

第4表　 （21－1
Aの事例分析一具体例

1　月　　16　　日
刺 激

ドーフ粘土を渡す

ころがす

ドーナツをつくる

棒にとおす

「大きいよ」と渡す

「ちよ5だい」

「いつぱいあ為ね」

A

・5けとる
・切れると笑う

・自分で引っぱる

・指で押す

・みている、ちぎる

・机にこすりっけようとする

・5けとる

。ロヘもつていく

・両手セ伸ばして切る

・まねる、笑う

。ア、シユシユという

・叩く

・部屋を離れる

・うけとる

・棒をもつて机を叩く

・他の子どものドーフ粘土を
集める

・叩く

・渡さない

・他の子どものド」フ粘土を
とる

。ひつばる、それを叩く
指で押す

1刺 1　月　　2 0　　日

激

ドーフとビニール粘
土を机の上に置く

黄色のビ昌一ル粘土
を取上げていじる

「いろんな色がある
わよ」

「ほら自動車よ」
自動車をっくる

マサカズ＝ドーフ粘’
土を半分とる

A

・とんできてドーフ粘土の塊
をかかえこむ

・それを取ろ5とする

・机の上にあがって赤をとる

・ドーフ粕土の真中に括を突
っこみ穴をあけ、中にビ昌
一ル粘土を小さくちぎつて
突つこむ

・だまつてみている

・手にもっていた小さい鈴を
　ドーフ粘土の中に突っこみ
赤のビ晶一ル粕土をちぎっ
て入れる

・とりかえそうとする

・引つばりあい

。とられてしまう
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「ちようだい」

少しちぎろうとする

丸めて棒にさしてみ
せる

ドーフ粘土を渡す

丸い稜木で伸ばす

竹棒でつつく

ケーキをつくる

他の子どもにドーフ
粘土をみせる

・反窓なし

・渡さない

・反応なし

・他の子どものドーフをとろ
　うとする

・集める

・ころがす

・まねる

・ひつぱる

・叩く

・文字盤にドーフ粕土を押し
込む

・まねる

・ドーフ粘土に竹棒をたてる

・積木でドーフをつつく

・部屋を離れる

・ぬれたドーフ粘土をもつて
きて一緒にこねる

・他の子どものドーフ粘土を
とろ5とする

・弓1つをまりあい、　う砕求し・とる

・指で穴をあける

・他の子どものドーフ粘土を
とる

・ケーキをとる

・よこから取る・
　1人だけのこる
いじつている

第4表　（2｝一2

2　　月　　3　　日 （一部） 5　　月　　8　　日

刺 激 A 刺 激 A

・割箸でドーフ粘土をはねと ・すぐ叩く

ばす
。ペタペタ

・ドーフを沢山集め、　目の前

でいじる

「ホラおだんごできた ・割箸にとおそうとする ドーフ粘土を渡す ・受けとる

よ」 うまくいかない ・机にこすつて長くする

トントソ叩く ・叩く ・竹ベラで両手ではさみドー

・部屋を離れる
フ粘土をさす

・来る　すぐ離れる
・他の子どもの莫似をして竹ベラをたてる

、 ●（製嘉隣の部屋で箱に入） 竹ベラにドーフ粘土
つける

・真似る

部屋を離れる

・茶碗にドーフ粘土を入れる

　1月16日の特色は、他の子どものドーフをとる、集

めるという行動である。指導者がこの行動に対して「ち

ようだい」という指示をしているが、Aは、拒否や無反

応という型をとっているo指導者側の特徴としては、約

50分間にA1人に対して13回誘導していることであ

る。同一場面における他の子どもへの誘導数は、参加人

数9名に対し、各々8回、4回、3回3名、2回2名、

1回1名である。この現象は、他の子どもに破壊的攻撃

的態度ヵミみられ，ないこと、A壱ま持続性力匁ないことカ、ら、

誘導によって興味を引き出そ5と指導者が意図して行つ

た結果であるQ

　2月に入ると1月に2場画においてみられた他の子ど

もからドーフ粘土をとるとい5行動が記されていない0

2月3日の言己録セよ20分間という一部だレナで壱ま浅〉るヵ窪、
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5月8日をみても、Aの特徴であったこの行動は現われ

ていないのである。さらに5月には大変スムーズにドー

フを扱っており、短時問ではあるが、はっきり自己活動

がなされていることがうかがえるのである。

　Aが、他の子どものドーフをとつてしまう場合、指導

者としては禁止のことばは使用しなかつた。ちようだい

という指示にも従つていないQ数種類色をつくつてお

き、「いろんな色があるわよ」と誘導した場合には、好

きな色だけに手を出している。ドーフ粘土をAが一人で

満足するほどこねるのは、なかなか労力を必要とするた

め、ドーフ粘土と交代に泥粘土を与えた時闘も多い。こ

の場合、特にAにはかかえきれない程の粘土を与えてみ

たoこういう2・3の指導法が重なつて、他の子どもの

ドーフ粘土をとり桀めるAの行動が減少してきたものと

考えられるのであるo

第5表

　以上の例にみるように、感覚教材は、自己活動の発展

に役立つていると見てよいであろうQ

5。指導者のはたらきかけと子どもの反応

（1）一般的技法

　ドーフ粘土を与える際の指導者の行動を整理すると、

第5表のよ5になる。それに対する子どもの反応を、昭

和40年1月～3月の期間と、同4月～7月の期旧1とに

わけて記してある。

　指滋者の行動は、大きくわけて、　①．導入、誘導の

際の行動、　②・活動を豊富にするための誘導、　③．

イマジネーシヨンを構成しての誘導、④．強制、禁止、

命令、　⑤．対人活動を発展させるための誘導、に分け

られるみそれぞれの中で、ここで試みた指導者の行動が

第5表に衷示されている。

指導者のはたらきかけと子どもの反応

指導指示

導

入

●

誘

導

活

動

を

豊

富

に

す

る

た一

ドーフ粘土を見せ
る

「白よ、みどりよ」
と見せる

ドーフ粘土を渡す

「ど5ぞ」「できま
したよ」

「あげます」と渡す

目の前にドーフ粘’

土を落とす

ちぎる

ペタペタ叩く

ころがす

引つばる

こする

棒にとおす

つつつく

まるめる

細長くする

穴をあける

ドーナツをつくる

ヘラで切る

首にかける

40年1月～3月
反 応

反応なし

すぐすてる

「工一」とうけとる

〔無反応）3
〔拒　　否〕1

〔場面参加〕1

にこつと笑う、
顔をじっとみる

持って歩く

〔消極的参加〕2

〔場面参加）i

「イヤー」　　　　　　　 〔拒　　　否〕1

持って歩く、すぐ離れ
また来てつっ立っている〔場面参加〕3
うけとる

「アーマス」おじぎをする〔場面参加〕1

「鍔繍綿織〔発　展〕2

それを投げる 〔拒 否〕旦

無反応1

無反応1

拒否2場面参加1

　　同　上　2

模倣3
模倣2発展1

場面参加2模倣1発展夏

　　　　同，上1

　　　　同上1発展旦

場面参加2同上1同上2

場面参加1

場面参加且

発展1

40年4月～7月
反 応

すぐ手を出す、すぐさ
わる、両手でひつぱる　〔場面参加〕3

イヤイヤ 〔拒 否〕1

うけとる、持つて
歩く、ちよつといじる　〔場面参加〕3

「ハイjとうけとる、
うけとる「アーアー　　〔場面’参加〕2
モヤーモヤー」

無反応2　拒否颪

無反応2

　　　　模倣2発展1
場面参加1

同　上　2

　　　　模倣2発展1

場面参加1模倣2

　　　　模倣1
場面参加1同上1発展2
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め

の

誘

滋

イ

マ
ジ

ネ
『

シ
ヨ

ソ

を

構
成
し

て

の
誘
導

強

制

禁
止
命
令

対た
人め
活の
動誘
を導
発
達
さ
せ
る

「穴いくっあるの
？」

「大きいお山ね」

「おいしそうね」

「ブラソコゆれて
　一」

・「汽車汽車シユポ
　シユポ…」

トソネルをっくる

汽寧をっくる

ブラソコをっくる

ケーキをつくる

ミミ、クチといつて
指であとをつける

オメメは？

オミミは？

自動車をつくる

ひつばらせようと
する

にぎらせる

手をもって伸ばす

やらせようとする

投げてはいけませ
ん

つくつてごらん

ちようだい

○○ちやんにあげ
て

もつてきてちよう
だい

場面参加2

なげる、なげる、割箸で〔破
つぶす

こわす

笑　う

ちがうよ

じつとみている

クチをさす

メをさす

興味をもつてみる

ドーフ粘土をちぎる

ドーフ粘土をなげる

にこにこする

いやがる

「イヒヒ…」

渡さない

「下さいなハイ」

○○に渡す

模倣重

発展且

発展【

壊〕3

〔破　　壊〕1
〔消極的参加〕翼

〔鍔漏晟〕1

〔消極的参加〕1

〔同　　上〕1

〔同　　上〕1
〔消極的参加〕1

〔同　　上〕1

〔破　　壊〕1

〔消極的参加〕1

〔拒　　否〕1

〔従わない〕1

〔無反
〔拒

〔従

〔従

応〕夏

否〕1
う〕1

う〕2

場面参加

発展1

屋根をっけよ5とする
衡　一」〔鍔轟晟〕3

引っぱる、汽車ポツポ　〔同　　　上〕2

うけとる　　　　　　　　　〔場面参加〕1

うけとる　　　　　　　　　　　〔場面参力口〕　1

だまつてみている　　　　〔消極的参加〕E

ちよつとさわつてみる　〔同　　　上〕1

いやがり去る　　　　　〔拒　　　否〕1

いやがる　　　　　　〔拒　　　否〕1

少しうれしそう　　　　〔消極的参加〕工

つくろうとしない　　　　〔従わない〕工

放りなげる　　　　　　〔拒　　　否〕1

渡す　　　　　　　〔従　　　う〕1

○○に渡す 〔従

ひろつてすぐ投げる　　〔拒

渡す 〔従

う〕1

否〕1

う〕1

　第5衷の結果から次のことがみられる0

　1）導入場面における誘導の際、子どもにドーフ粘土

を渡す場合、動作のみの勝導と、これにさらに言語指示

を加えた場合の反応の相異がはつきり表われているQ前

者は拒否、 並びにもって歩く、すぐ離れるがまた走つて

っったっている、うけとる等の消極的場面参加という反

応がみられる。後者はことばを伴った場面参加、つまり

「ハイ」とうけとる、「あ一ます」とおじきをする、「

タワシ、シイタケ、オハギ」等ことばの反応があらわれ

ていることであるo

　2）導入の際の環境構成において、ドーフを机の上に

出してみせた場合の反応として、39年度3学期は、無
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反応、拒否、場面参加であるが、40年度1学期におい

て無反応、拒否は現われていない。

　3）色をつけたドーフ粘土を見せた場合、言語でもっ

て色を強調してみると、言語を加えない場合と比較し

て、無反応、拒否がみられない。

　以上の結果から、精薄幼児における一指導法として感

覚教材使用場面の導入、誘導の際には、言語を加えた導

入、誘導の効果が大といえる。

　4）ドーフ粘土の扱い方の範囲が狭い子どもたちにと

って、より自己活動を充実させるために、これらの子ど

もたちにできると思われる扱いを指滋者が自らやつてみ

せる場合、．子どもたちはその模倣からはじまって彼等な

りの扱い方を発展させていく例が多い0

　5）対人活動の少ない子どもたちに、自己活動中心の

時闇にも、それを利用して、主に1対1の関係をっけさ

せる誘導法も行なわれているが、それは肯定的な反応を

得るときと、そうでないときである。

　6）自己充実活動において、禁止、命令は効果がない。

　7）歌を力口えるのも、興味をもたせ、ある㌧・をよ、言謡吾

指導にも活用できる誘導法として役に立つ例が見られ

る。

　8）ドーフ粕土にさほどの興味を示さない、精神病的

傾向のある子どもたちの誘導として・強制はほとんど効

果がない。こういう子どもたちに対する指導法は今後の

ひとつの課題である0

　9）40年1月～3月と、40年4月～7月とを比較
してみると、後者の時期の方に、明かに、子どもの自己

活動とその発展力匁多くみら才しるo

吻　対…象幼児の特定化

　第6衷をよ、ちぎり紙セこおける場面でみられた指導と子

第6表　ω　指導場面において対象幼児
　　　　　を是めない場合の反応

第6表　121指導場面において対象幼児
　　　　　を定めた場合の反応

「おはなをつくりましよ5」・みている「ヒコーキ」

自騨を持つて見せ　　・笑つて見ている
「ブーブーができました」

騨猫看微車つけて・r一イ」と紙を出す

「汽車ポツポ」と紙を並べる・「なあに　駅？」

「汽寧ポツポ並べて　　　　・「なあに？」一寸坐っ
ごらんなさい」　　　　　　ていつてしまう

「これ何みたい？」　　　　・無反応

「ほら沢山貼れたね」

「ここに貼りますよ」

糠鵠藷よ」

誰もみない

誰もみない

①誰もみない

②1人みる〔4名中〕

「イー」とし・う。　（この

あと指導者を押すヵミ、指

導者をま気力二つカ、な㌧・）o

どもの反応であるが、ここでははつきりした相異がみら

れる。すなわち、対象となる幼児を冠めず、参加している

子ども全員の注意を集中させる目的で、指導者が、壁に

むかって、大きな紙にちぎつた小さな紙を賂りっけなが

らの措導に対しては、子どもたちは1人も注意をむけて

いない。それどころか、やつと1人注意をむけ、さらに

「イー」と指導者を押している。そこから発展がみられ

る可能性を子どもが提出したにもかかわらず、指導者は

その行動に気がつかなかつたという手落ちをおかしてい

る。この指導法は対象幼児を定めなかったということに

加えて、指導者の言葉使い、すなわち、　「沢山」、　「こ

こに・一」という子どもたちに不向きな抽象的言葉を使用

していることにも原因があると思われる。

　対象幼児を定めた場合には逆の結果があらわれてい

る。すなわち、子ども1入を対象として、じっくり腰を

すえて指導した場合には、指潮者の1つ1つの行鋤に反

応がみられることであるQしかしここでも考慮に入れね

ぱならないのは、抽象的な型をちぎつて提示し、答を強

制しているような「それ何みたい？Jという間に対して

の無反応が、r並べてごらんなさい」といラ強制に対して

は、行つてしまうという行動があらわれており、この子

どもたちには強制や、擁1象的言葉、型は、効果がないこ

とを示しているo

　以上にみるよ5に、感覚教材の導入、誘導に当って

は、子どもの自発的活動を受容し、禁止命令は使用せ

ず、言語による刺戟を与えながら、子どもの活動を豊富

にするような誘導が必要である。また、とくに、集団の

中にあっても、個人的なはたらきかけが有効である。

V　結 論

　発達遅滞幼児の治療教育において、感覚教材は、緊張

を解消させ、自己活動をすすめるのに適当な材料であ

る。子どもの自発的な活動を受容し、また、搭導者が誘

導的刺戟を与えることによって、自己活動を発展させる

ことができる。このことは、発達遅滞幼児の治療教育に

あたって、最初の基本的段階と考えられる。
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約

精神発達遅滞幼児の治療教育の研究

　精神発達の遅滞した幼児の集団治療教育において、緊

張を解消し、　自己活動をすすめ、発展させるのに、触覚

を主とする感覚教材を継続的に与えることを試みた。研

究方法としては、実際の治療教育の過程を記録し、分析

した。感覚教材として、フイソガーペイント、フートペ

イソト、ドーフ粕土を主として分析に用い、それぞれの

材料力＝どのよう存こ扱われるカ・を見たo次に』、とくにドー

フ粘土を主として、それを扱う間に、自己活動がすすめ

られ発展する過程を、事例記録について分析した。さら

に、感覚教材を適用する際の、指導者の用いる技法を分

析考察した。その結果、感覚教材は、発達遅滞幼児の治

療教育にあたって、自己活動を発展させるのに効果があ

ることを賜らかにした。

〔文献〕

1，津守真。堤順子・川島杜紀子・西山恭子

　精神発達遅滞幼児の対人的能力の指導

　　一精薄幼児の治療教育の研究一

　　　「教育と医学」　13巻　11号　P69－82昭40

2，三木安正・伊藤良子・小溝キツ

　異常児保育の研究　　「愛育研究所紀要j

　　　　　　　　　　　　教養部第三輯　昭工8

一工91一


